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要 旨

本稿は、時間を存在するもの、すでにあるものとしてではなく、むしろ作られていくもの、つまり、区切 り、

記述として見ていくことで、どのようにわれわれの時間概念が書き換わるかを説明しようとする。すべての時間

が何らかの区切り(punctuation)を もとにするところから、区切るという行為やリズムから時間論を組み立ててい

く。区切る、リズムを刻む、記すという行為をとおして世界を秩序立てていくという意味で「物語としての時間」

という呼び方をする。人間世界、生物の世界のみならず、物理的世界 (例、振り子の同期)に も共通してある同期

という現象に焦点を当てることで、新たな時間が立ち現れることを、マクタガー トの時間論をベースに理論化し

ていく。この時間世界を拡張していく主役は、E系列と呼ばれる時間であり、詩人やアーティス ト、宗教家の直観

として古来より語られてきたものではあるが、これを科学の枠組みの中に位置づけようとするのが本稿の目的で

ある。相互作用し、同期するものが作る「生きた時間」という視点がもたらす広がりを説明したい。

はじめに

本稿の目的は、時間がインターアクティヴ(相

互作用的)に生じる点を明らかにすることである。

ここでいうE系列の時間とは、生物あるいは機械

が、環境あるいは他者との相互作用を通じて同調、

同期を達成することによつて創発される時間を

さす。この理論の支えとなるのが、「区切 り」の

概念であり、それは記述と物語の理論と一体でも

ある。E系ラJの時間が、「生きた時間」と呼ばれ

る由縁を説明していく。

1.同期 (synchronization)と いう事象

同期事象、つまり、シンクロする、同調すると

いう現象は、決して珍しいものではない。日常生

活のあちこちで遭遇するものであり、シンクロナ

イズ ド・スイミング、息の合つたダンス、合唱、

二人三脚、相手の呼吸に合わせて指圧するなど、

私たちの周りを見回せば至る所にある。それどこ

ろか、「いただきます」と食事で声を掛け合 うの

も、「せいのっ !」 と力を合わせて重いものを持
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ち上げる共同作業も、共同歩調つまり同期を想定

している。

生物の世界でも、同期は最重要である。細胞同

士は、同期することで器官としてまとまって機能

できる。心臓の細胞同士は、同調し動きをコーデ

ィネー トしているが、もしそれらがバラバラな動

きをしたら不整脈や心不全さえ起こす。また、思

い思いに草を食んでいたインパラがライオンを

見て逃げ出す瞬間、その動きは集団として同期す

る。水族館でみるイワシの大群、空を飛ぶ鳥の群

れのまとまりを思い起ごしてもよい。

同期という事象を最初に言い当てたのは、振り

子の共振に気づいた物理学者のクリスチャン・ホ

イヘンス(1629-1695)で ある。それは同じ壁にか

かった二つの振 り子時計が弱いながらも相互作

用することに気づいたからであつた。相互作用す

るところでは同期が起きる。インターアクション

(相互作用)が同期を誘発することを突き止めた

ものの、ホイヘンスは相互作用がどのようにして

同期を可能にするかは解明できなかつたらしい。
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同期事象は、「シンクロしている」とか 「同調

している」とふつ う表現されるが、専門的には「エ

ン トレインメン ト(entrainment)」 (引 き込み)と

い う概念でも知 られる。会話する二人の動きを微

視的に分析すると、あたかもダンスを踊っている

かのように同期 しているのを突き止めたのはウ

ィリアム・コン ドン (COndon 1970、 1971)で あっ

た.エ ン トレインメン トはコミュニケーション理

論における重要概念であるが、ここでは混乱を避

けるため、それも含めて同期 (synchronicity)で

統一 してお話 ししたい。

そこで本稿では、この「同期という事象」と「時

間Jの概念をつなぐことで新たな時間系が出現す

るとい う議論を試みる。そのシナ リオとは、前述

したように、 (1)時間を区切り(記述)と して捉え

る正当性を説明すること、そ して、 (2)E系列の

時間とはなにかを解明すること、この 2点であるc

このようにして「時間の言語学Jへの一歩を踏み

出したいc

記述あるいは区切 りとしての時間とは、どうい

う意味なのだろうか ?そ こで、最初に以下の点を

抑えておこうこたとえば、私たちは、3個の りん

ご、3冊の本、3人の人を目にすることはできる

が、3そのものを目にすることはできない.3は、

人がつくつた抽象概念だからである.それは、3

が言語、任意の言語的構成物であることを示 して

いる. しかし、「3J と書けるではないか ? し

かし、「3Jは記号であつて 3そ のものではない

一「地図Jが「土地」ではないようにcと すれば、

時間の 3時間も、“単に区切 り"であると見ても

かまわないcその視点からすると、時間があるか

ら区切るのではい、区切るから時間があるのであ

るこ3は どこにもないのだから.3は私たちの物

語なのだ。

2「 時間のない時間」

高千穂の夜神楽の場に身を置いて、作家、池澤
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夏樹は、その「始まつて、続いて、続いて、綻

て………ふっと終わるJ夜通しつづく舞に「近 lt二

は無縁の時間」を経験したと言う。それは、起
=

転結でもつて構造化されない、歌があつてもI・

詞の繰 り返しだけでストーリーを追わない、■
=

り、パーツに分けられずつかみどころがない舞
~

ことであるc

「それを茫然として見るうちに、普段とは別種
~

時間に身を侵しているのを意識の底で知った:三

常の癖で時折は腕の時計を見てしまい、針が店■

ぬ時亥Jま で跳躍していることに驚いた」と池澤
=

述べ、それを「時間のない時間Jと 呼んだ. 三千

間感覚の不思議に目眩のする思い」とともに、三

つて人々はこのような時間を生きていたJと `=丁

は思い至る.今 日、われわれは、その「時間「 ■

い時間」を喪失したのだ、と (池澤 2013))[言

われてみれば、「テーホエテホエJの奥三河
~可

祭りにも、「カンデンデンJの京都の壬生狂言 i

も、それら単調なリズムの中に「時間のない日|百

は、たしかにみてとれる.

3「素の時間」
もう一つ全く違った領域から。たぐいまれな惑 三

を惜しまれて若く世を去った精神科医、樽味 ≡

が、九州のある精神病院の担当医になったFI

1990年代の終わりだったc2001年、神戸て
~≡

5回分裂病臨床研究会で、彼は「素の時間_二

う概念を紹介した (樽味 2006)。 精神病院こ・
「
「=

医として異なる時間の流れを折に触れて経言|_

た樽味だつたが、ある宿直の晩、長期入院して

る 58歳の女性が、消灯後の午前 1時 ころ=手 ■

訴えた。当直の婦長 (師長)か ら医局に電話を・
―

彼は病棟に向かつた。

赴任 して lヶ 月が経っていたので、樽味 |ま 二
~

女性患者のことは知っていた。行つてみるL T

性は詰所 (看護者の勤務室)のカウンター i■
=・
T

を突いて、窓越しにニコニコしながら挨T‐ _-1
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E系夕」の時間とはなにか

せつかくなのでと、詰所に入って話すことになっ

た。彼女は、不眠にさして困つているわけではな

く、入院は 30年に及び、今では家族がどこに行

つてしまったかもわからないと言 う。そ して、話

は患者の若い頃の話になつたc当 時ウェイ トレス

をしていて男性によくもてたこと、幻聴が聞こえ

るようになり死の うと思つたこと、23時間歩い

て港まで行つたこと、お腹がすいてサン ドイ ッチ

を買ったが大が来たのであげてしまったこと、浜

で座っていたら警察が来て入院させ られたこと、

など,

女性はそれらを懐かしそ うに語 り、樽味は「な

にや ら感傷 とさみ しさと、安 らぎみたいな 1)の さ

え感 じJな がら話を聞いた.それは、「治療者一

病者」 とい う関係や医師 としての役害」などから

「解除された、いわゆる夜話 といった趣Jだった.

「私は間いていただけだった。それ,は努力 したわ

けではなく、詰まるところ何 もしてはおらず、単

に自然に聞き入っていただけだった。」 (p31)

精神病院の入院患者 と接 し、病的行動に彩 られ

た日々の中で、一時的にせよ、まったく自然でや

りとりの確かさを感 じる瞬間がある、と樽味は述

べる.会話の焦点が しっかり合って、患者がふっ

と「素Jに もどる瞬間、そのあと患者 との間です

つきりした、少 しだけ親密な時間が流れる。それ

は、あたかも「一瞬雲間が切れて向こうの風景が

流れてくる、あるいは弱い電波に一瞬チューニング

が合い音が流れてくるJ瞬間のようだ、と(p36).

「素の時間Jに対比されるものは、「病的な時

間Jではなく、「具の時間Jだと樽味は言 う。「素

の時間=健康的Jと するのは医学的判定が難 しいc
「素の時間の間は病気が消失 した」には、賛否両

論あるだろうから。ともあれ、ここで言 う「具の

時間Jと は、いろんなものが考慮に入 り、分別が

先行 し、道 “具"的に時間を考えること、大雑把

に言えば、「時計を 1)と にした生活時間Jと 言つ

て 1)いい。「素の時間Jと か 「具の時間Jと 言つ

た場合、それは「病的か否か」という医学的次元

ではない.

「素の時間Jにおいては、「治療者―病者Jと い

う社会的な関係はうすれ、「話し手一聴き手Jと い

う水平関係のなかで、柔らく人間的なものが行き

交う。そして、時間は自然にすぎてゆく(p37).

「素の時間」は、したがって時間としての意味だ

けに留まらないcその「場Jの空気、雰囲気と一

体になつている.池澤が指摘した「時間のない時

間Jが、神楽の舞と一体になっているのと同様で

ある。「素の時間Jにせよ「時間のない時間」に

せよ、それらは空間的でもある.それ,は、言い換

えれば、会話する同士が同調 し、舞い手と観客が

その場で同期していると言える.

しかし、問題はここからである.つ まり、「時

間のない時間Jや「素の時間Jは、比喩に留まる

のか。それは、たんなる「言い回しJなのかcそ

れらは時計の時間と同じ水準で扱 うことはでき

ないのだろうかc「素の時間」や 「時間のない時

間Jを 、たんに比喩や言い回しとして終らせたく

ないc語 り、聴くにみる「素の時間」にせよ、神

聖な舞を「時間のない時間Jのなかで見届ける′日、

づかいにせよ、どちらも「生きた時間Jなのであ

る。この「生きた時間Jを、「時計の時間」と同

じ枠で扱 うことはできない 1)のか。日寺間について

の不思議を、「生きた時間Jか ら眺め直し、私た

ちの生の在処を考え直すことはできないものか3

「近代時間」という20世紀の東縛を書き改める

方策はないものか。

4 新たな時間系
「E系夕」の日寺間J と呼ばオ■る日寺間がル)る (野本寸

2010、 2012; 藤原 2013).こ の考え方をするた

めには、時間にいろんな種類があることを前提し

なければならない。

たとえば、「過去―現在一未来Jと 時間は切り離

せないはずなのに、時計の文字盤はどこを探して
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も、過去―現在―未来は見当たらない。なぜか。そ

れは、時計の時間と時制 (過去―現在―未来)は、二

つの違った時間に属しているからだ。鉄道の 」R

は奈良への旅を、「東京からわずか 3時間で 1300

年の彼方へ」という広告を出した。「3時間Jと

「1300年」は、同じ系列に属した時間ではない。

それがわからないと頭は混乱する。

また、人は体内時計といつて身体に時計を組み

込んでいる。こういう時間は時間ではないのか。

体内時計には一 日を基準にした概 日時計もあれ

ば、女性の身体のように lヶ 月周期の時計もある。

これらが時間を計るものでなかつたら何であろう。

震災で家族を失つた人が、「あの日以来、時間

は止まっている」と語る。「時間が止まる」は、

たんに悲しみの文学的、詩的表現なのか。それと

も、実際には動いているのに止まったかのように

感 じる錯覚なのか。「詩的表現だ」と言つても、

「錯覚だ」と言つても、どちらも表現者への不信

に変わりはない。「あなたにとつてそうですね」

と言つているに過ぎないからだ。

5 マクタガー トの系列時間
これらのジレンマに一筋の光を当ててくれる

のが、20世紀のイギリスの哲学者、ジョン・エ

リス・マクタガー トの時間論である (McTaggart

1927)。 これまで日本でも多くの思索がこのマク

タガー トの時間論から出発している(滝浦 1976、

大澤 1992、 入不二 2002、 橋元 2006、 郡司 2008)。

もともとマクタガー トの時間論は、時間の実在を

問いただす哲学的論考であったが、本稿では、そ

こをコミュニケーション的にとらえ、実体論より

も記号論としてみていく。滝浦 (1976)に ならい、

マクタガー トの「時間の言葉J、 すなわちその「時

間の言語学Jを援用して語彙を踏襲するものの、

中身は相互作用的、生態学的側面から補強されて

いる。それでは、マクタガー トの系列時間を見て

いこう。彼は、時間を A系列、B系列、C系列の

時間学研究 第8巻 37～ 50頁

3つに分けた。その卓越した洞察は以下のとおり

である。

A系列の時間とは、個人に内在化されていて、

自分を起点にして過去―現在―未来を眺めること

のできる時間である。つまり、そこには必ず時制

があり、経験や感覚をもとにした個人が意識する

主観的時間である。そのため、時間の進みが早く

感じられたり、あるいは遅く感じられたりもする。

これは錯覚というよりも、その人自身の感じ方で

ある。A系列の時間は、時計の時間とずれる場合

がしばしばであり、過去の人生を振り返り、未来

を思い描くことのできる心理的時間のことである。

B系列の時間は、客観的で無機質な時計の時間

である。時計の針のように方向性をもち、等間隔

の区切 りで時を刻み、体むことなくカチカチと続

く。寝ていても、何かに没頭していても、それら

に関係なく一様に進んでいく。時計の文字盤も、

時刻表も、カレンダーも、この B系列の時間を想

定して作られる。外在化され、物理的な性格をも

ち、過去―現在―未来という時制はない。代わりに、

何かが何かの前だつたり、後だったりというよう

な前後関係がある。午後 2時は、必ず午後 3時の

前である。A系列の時間と異なり、B系列の時間

では、時を刻むその間隔は一定であり、等間隔で

ある。B系列の時間は、ずんずん前へ進む意味で、

直線的に区切られているものの、自分と関係ない。

言つてみれば、「死んだ時間」である。A系列とB

系列合わせた辺りが樽味の言 う「具の時間」に相

当する。

ここで一つ確認だが、時計の時間こそ真の時間

で、それ以外は比喩に過ぎない、と考える向きが

ある。これは、宇宙のどこにいても時間は一様に

同じ速度で進むとするニュー トンの「絶対時間」

の考えに近い。しかし、アインシュタインの相対

性理論はこの考えをあっさり覆した。時間は移動

速度と重力の影響を受け、ある場所の時間は他の

場所の時間より遅れたり早まったりするcB系列

野村 直樹他
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E系列の時間とはなにか

のみが真の時間だという議論は今世紀では成り

立たない。

さて、 これまでのA 、B の2 系列と異なる時間

系列が、 マクタガー トの言ったC系列である。時

計の文字盤、 カレンダ一、 時刻表などが見せる区

切りは、 それ自体は絵のようである。 時計の針は

単なる円運動とも見える。カレンダーは等間隔に

区切られた桝目であるし、時刻表は数字の羅列と

してみてもいっこうに差し障りはない。 このよう

な時間に関する羅列、 順序、 模様を、 マクタガー

トは「C系列の時間」 とした。C系列の時間は、

したがって時間の変化を表示しない、 つまり 「時

間以前の時間j、 「デザインとしての時間jのこと

である。

メトロノ ー ムは、それで時間を測らなければた

んなるカチカチである。ときにそれは客観的な時

間（B系列）として音楽の練習で使われることも

あるし、 見方を変えれば、 ただの音の連続（C系

列）とみなすこともできる。 （註1)

「時間以前の時間」、 「デザイン（図柄）としての時

間」というC系列は、 そもそも「時間」なのかと

いう疑問。今しばらくこの疑問は棚上げにしてお

こう。 その理由は、 この時間系列が後の説明に大

きな意義をもつからである。

では、この辺でマクタガー トの系列時間（A、B、

C系列） はアイン 、ンュタインの相対性理論（ 相対

論）とどのように関係づけられるか触れておこう。

物理学の時間の中には、 心理的に把握される A

系列時間の要素はない。A系列の時間は、定義上、

過去ー現在一未来の時間把握であるから、 それは

「時間の流れ」を想定するものである。しかし一

方で、 「時開発展」 という用語で、 しばしば物理

学が時間の流れを表現することがあるが、 この

「時開発展」は物理学の法員IJから導かれたもので

はない。それは言わば、私たちが直観的にもって

いる時間の流れを、物理学の法則に適用したもの

である。 物理学の基本法則は、 ことごとく時間対

称（註2）で、あって、 過去と未来は区別されない。

このことは、物理学的時間はB系列でもないこと

を意味する。

それなら物理学的な時間は C系列なのだろう

か。 しかし、 相対論では「時空」と言って、 時間

と空間とは分かちがたく結ひ
、
ついており、時間は

観測者を抜きにした客観的な存在ではない（註

3）。認識される時間は 、 「私」（観察者）固有のも

のであり、 その「固有時間」 は、 それぞれの観測

者にとってのものである。 したがって、他者とは

違ったものであり、異なる観測者のどちらの時空

が真実かと問うことは意味がない。時空はそれぞ

れの観測者がもっているものとすると、観測者と

無関係な客観的は時空、 つまりC系列、 は存在し

ないことになる。 この物理学的時間については、

E系列の時間と同期の概念を経由してふたたび

戻って来たし、。

6. E系列の時間とは

では、 「素の時間」 は、 マクダガー トの時間系

列のどこに入るのだろうかつまた、 「時間のない

時間Jあるいは、体内時計などの生物時計は、 マ

クタガ ー トの時間論のどこに入るのだろうか？

答えは、 どこにも入らない。 「具の時間」がA 系

列やB系列に入ったとしても、 「素の時間Jや体

内時計は、マクタガー トの時間系列には入る場所

がない。 E系列の時間は、 この疑問への一つの回

答である。

では、 ここで、例を使って押さえておく。

クラシックの演奏会。 18時30分間場、 19:00

時開演。 地下鉄を乗り継ぎ時間内に到着する。 間

に合い時計を見てほっとする。それまで腕時計（B

系列）が主役だった。 席に落ち着き一 息つくと気

持ちは演奏への期待感へと変わる。時計からの解

放。 演奏が始まる。 ここからは自分の時間（A系

列）である。 チラチラ腕時計を見ている人はもう

いなし、。聴いている自分にも、 演奏するオー ケス

Time Studies Vol.8, p.37-50 

- 41 -



トラの団員にも、それぞれ自分の時間 (A系列)が

流れる。第 1ヴァイオリンには、第 1ヴァイオ リ

ンの演奏個所があるように、その弾き手にとつて

の時間 (A系列)である。

一方、それ らを支えている「時間」がある。楽

譜である。そこにはメロディとともに、小節が区

切 られ、時間が書き込んである。これは、静止画

像 (C系列)だが、この時間系列なくして私たちの

A系列の時間はない。なぜなら、この楽譜 という

C系列の時間を元に演奏が進み、演奏が進むにつ

ればくらの時間 (A系列)も動き出す。時計の文字

盤 も、楽譜 も、 じつはマンガも、それ 自体は C

系列なのだ。

しかし、これで演奏会の時間のすべてが揃つた

と言えるのか ? 演奏会の帰 り道、「素晴 らしい

ひとときだつたJと いうつぶやきを聞くことはな

いだろうか。英語でも"We had a great timel"

と、「時」や 「時間」で表現する。それは、単な

る言い草かc

「素晴 らしいひとときJと 言わ しめるのは、演

奏会が時間通 り(B系列)に始まったか らではな

い。自分だけの固有の時間 (A系列)に浸たれたか

らでもない。また、楽譜 (C系 列)がすぐれていた

わけで 1)ない.こ の「素晴 らしいひととき」の正

体 ? それは、団員同士の′日、の合った演奏 ととも

に、聴衆として個 (A系列)を超えて会場が一体化

(シンクロ)し て感動 したひとときc演奏会全体が

同期 し一つの空気に包まれ呼吸 した時、私たちは

それを「素晴 らしいひととき」と呼ぶのではない

か。演奏者同士が、そ して演奏者 と観客が、そ し

てまた観客 と観客が、みなが一つになつた状態を

感動 とい う経験 として引き取るのではないだろ

うか。

この「ひとときJこ そ、樽味伸が患者の話に引

き込まれて聴いた「素の時間Jであり、池澤夏樹

が神楽に立ち会つて意識の底で感 じとった「日寺間

のない時間」であり、日々私たちの感動する体験

時間学研究 第 8巻 37～ 50頁

とともにあるあの「生きたひとときJではないか。

われわれは、そ う考えてそれを 「E系列の時間J

と呼んだcコ ンサー トにおいて一番大事な時間は、

自分だけの時間ではない、日寺計の時間でももちろ

んない、また動かない楽譜でもない一それは他で

もない「生きていてよかつたと実感する、過ぎ去

ったあのひとときの時間Jで あるc「素の時間J

を経験 している時、それは「素の時間」としては

知覚されないcしかし、この時間こそ演奏会本来

の面 目である.

音楽を例に出したので、次は視覚的に E系列を

説明 してみよう.こ こにあるのは鉄腕ア トムが怪

人の回 りをくぐり抜けて飛んだ時の様子である3

マンガその 1)のは静止画像であるからほぼ C系

列である.楽譜 と同様、そこに時間の流れはない。

しかし、本を手に取つて、そして読み始め終える

物理的な時間 (B系列)が ある一方、マンガ作品か

ら感 じる個人個人の時間の流れ、つまり過去 。現

在・未来についての心理的時間 (A系列 )が ある.

たとえば、気になる場面では、時間を止めたり、

ゆつくり進めた り、戻つたり、と個人の心理的時

間 (A系列)が稼働する。

野村 直樹他
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それでは、このマンガにあるア トムの 「飛行」

はどうか3静止画像の中のア トムは C系列なので

「飛行Jし ていない.紙に張 り付いているだけで

あるこそれなのに、読者は「飛行」とい う動きを

見てとる。その 「飛行」は、いったいどこから来

るのか ?こ れは、時間を想定しなければありえな

いだろう。当然、それは B系列ではない、時計片

手に読むわけではないからここれはまた A系列の

心理的時間でもない.なぜならマンガに同調、同

期 しなければこの日寺間はつくられないから、この

同期には、過去 。現在・未来という時制がない.

したがつて A系列で |まない。飛んだ時間は、読者

とマンガ との間に生まれたのだからここで言 う

E系列の時間になるだろう。

反対にこう考えてみよう。「飛行」について同

期が起 らないとはどういうことか。それは、レー

ダーで敵の飛行物体の「軌道曲線Jを辿るのに似

ている。「ア トムとともに飛び去る自分」 とい う

一体性は、ア トムの動きのリズムに自分を合わせ

た時に生まれる同期のことである。マンガが時に

活用する「ギューンJと か「ガガガッ !Jと いう

効果音はここにはないが、読者がア トムとともに

「飛んだ」その時空間は、画像の中 (C系列)に も

なく、自分の頭の中だけにもなく、それは画像 と

自分との間 (相互作用)に あるこ

7 E系列1の時間の特徴
E系列の時間の射程は広いcE系列の時間は、

対話的、相互作用的 (イ ンターアクティヴ)に創 ら

れる時間のことだから、生きていることを証明し

続けるリズム (区切り)であり、お互いもしくは環

境 との同調から生まれる 1)のである。人と人の間

において、それは音楽やダンスや祝祭における相

互行為や応答を始めとして、身体内でおこる相互

作用 として心臓の鼓動、呼吸、脈拍などが E系列

の時間に入る.

リズヱ、現象の解明は近年までは未発達であっ

E系夕」の時間とはなにか

たが、非線形科学の発達とともに、今日では生物

学、脳科学、医学、工学など、リズムと同期の理

論はなくてはならないものになった (蔵本 2007).

リズムとリズムが出会つたとき起きる一つの現

象が同期であって、2つのリズムの′日、がびつたり

合ったとき、物体同士がお互いを熟知しているか

のように振る舞う.ホイヘンスの時計がそうであ

つた.こ れらは相互作用に伴 うフィー ドバック

(専門的にはネガティヴ。フィー ドバック)を もと

にしたインターアクションである.体温調節がそ

うであるように、生物の個体維持もこのネガティ

ヴ・フィー ドバックに支えられているc

では、ここでさきほどの物理学的時間の話題に

つなげてみよう.同期の問題を相対性理論と関係

づけて考察してみよう。観測者と無関係な客観的

な時空 (C系列)は存在しない、を起点とすれば、

物理学者、松野孝一郎が指摘するように、「時間

は他に依存することを全くせずに無媒介、無償で

与えられ,全てを貫く何ものかであるのではな

い」 (松野 2000p150)と なるc時間という独立

した存在がないのなし、時計が時間の記号ではな

く、時間は個々の時計の記号ということになる.

時間は、つまり時計という運動体の記号になるc

ここに時間というものの見方に大きな転換が

起きるc文科系ではこれを「ナラティヴ。ターン

(物語的転回)Jと 呼び、現実という実体があつて

それを言葉が表象するのではなく、言葉を通した

や りとり(非言語 t)含めた相互行為、コミュニケ

ーション)が現実を作っていくとする認識論であ

る。同じ論法を使つて、時間という実体があつて

それを時計が計るのではなく、時計の発する「言

語Jが、つまり区 L―Dり 方や句読点が、時間を作つ

ていくという見方につながる。それを本稿では、

「物語としての時間J(区切りとしての時間、記

述としての時間)と している.相対論の指摘と符

合するが、ここでは時間は空間と一体化したもの

として、個別的、局所的、相対的、あるいは「固

-43-
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有時間」となる。

では、もし時間が時計の記号だとしたら、時計

はどのようにして時間を記号化するのだろう

か ?この場合「時計」の意味を広く取つてみよう。

メ トロノームも、ダンスも、細胞同士も、振 り子

同士も、あらゆる運動体をいちおう時計の範疇に

入れてみる。すると、その「時計」は、周囲や環

境との相互作用によって同調、同期を達成するこ

とで、「リズム合わせ」をしていることになる。

いつたん、時間という「存在」から眺めることを

やめて、逆方向に、時計という「表現形」から眺

めてみると、その表現 像Jみ方)が同期していく

のはいろんな場面で見てとれる。インターネット

で見られる埼玉大学の池日研究室の 60個のメト

ロノームの同期もそのよい例である。シンクロす

るというこの「時刻合わせ」は、時計に限らず、

踊る人間同士も、細胞も、それぞれが「時計」と

して他のそれと同期する。相互作用を通して局所

的 (ロ ーカル)に同期する時間がここにある。

では、この時間は何系列なのだろうか。もし相

互作用 (イ ンターアクション)か ら来る同期が時

間を作るのであれば、ダンスも、生物時計も、60

個のメ トロノームの同期にみる物理的な時間も

また、観察者がいる空間での出来事である限り、

「同期する時間」、「E系列の時間」ということに

ならないだろうか。

同期事象はこのように時間と空間を「時空」と

してつなげ、離れた場所における時間はお互い相

対的、局所的、個別的になる。経験世界における

時計は、いつも観察者を含んだものだから、時計

と時間と観察者との三項関係をつくるが、どこに

でも当てはまるとして普遍時計 (B系列)を携え

てあらゆる分野に分け入つていく科学者たちは、

観察者抜きの二項関係を構成することになる(松

野 2000,p164166)。 経験世界の時計の方は一そ

れがダンスであれ、細胞同士であれ一他から独立

したものではなく、内部からの観察者を想定し、

時間学研究 第8巻 37～50頁

その時間の読み方は「読み手」に依存している。

喩えとして、時計を「言語」に、観察者を「話し

手」に、時間を「意味」に準えたらわかりやすい。

辞書にある言葉の定義がその会話での意味には

必ずしもならないように、経験世界の時計では、

時間は、言葉の意味に似て、観察者抜きに同定す

ることはできない。

では、生物時計いわゆる体内時計の観点からE

系列の時間を考察してみよう。地球環境には周期

性があるため、生物はそれへの備えがあつた方が

生存に有利である。環境中の変化の予兆を感知し

て対応するのも一つだが、それより効率が良いの

は、予兆因子に依存しないで体内に時計を組み込

むことである。そうすれば、生物の意志と関係な

く、自律的 (自動的)に行動と生理の周期性を制

御することができる(明石 2013)。

紫外線が生み出す活性酸素は DNAを傷つけ細

胞に有害なため、特に太古の地表に届く紫外線が

強かつたことから、酸化を防ぐ仕組みが生物には

必須であつた。太陽の活動時間に合わせて活性酸

素に対抗する時計システム、それが体内時計の原

型 で あ り、 酸 化 還 元 リズ ム (circadian

oscillation of cellular redox status)である。

それを担うのが、ペルオキシレドキシンという酸

化と還元の 24時間周期を生み出すタンパク質で

あり、この分子は生物共通の概 日時計の構成因子

と考えられている。

この古いタイプの体内時計を土台に、それぞれ

の生物が独自の時計遺伝子による体内時計を発

達させることで、遺伝子発現 リズム(circadian

oscillation of gene expression)を 発信し、約

24時間の振動を自律的に発生させている。哺乳

類においては、視交叉上核という頭部にある小さ

な箇所で太陽の光でもつて身体全体に散らばる

体内時計をリセットする。以上 2つの振動機構を

もつことで、生物の概日時計はより安定化すると

考えられる。

野村 直樹他
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E系列の時間とはなにか

では、この時計遺伝子による遺伝子発現 リズム

と生物共通のペルオキシレドキシンとい うタン

パク質の酸化還元 リズムは、何系列だろうか。過

去―現在―未来の時制はないのだから、A系列では

ない。約一 日とい うように「概 日Jであり正確で

はない、また腕時計のように生物体の外にはない

ので、B系列ではない。生存とい う大 目的のため

の振動であるため、無 目的な C系列でもない。こ

の二つの振動機構―遺伝子発現 リズムと酸化還

元 リズムーは、生きていることを証明し続けるリ

ズムであるが、太陽の活動時間に合わせて活性酸

素に対抗する機構なので、環境 と同期 して時を刻

むとい う点からE系列 として理解できるだろう。

E系列の時間は、お しなべて環境 と相互作用 し

同調 (エン トレインメン ト、同期化)す るとい う性

格をもつ。環境 と同調するのだから空間が含まれ

る。「インターアクティヴ」あるいは 「対話的 J

とい う点をもって、E系列はどれも共通性をもつ。

これまでをいったんまとめてみる。まず、「素

の時間」が「時間のない時間」であり、それが「E

系列Jだとい う点は了解いただけるだろう。樽味

の「素の時間」は、耳を澄まして相手の語 りを聴

くとい う対話的コミュニケーション (ナ ラティ

ヴ)の 中に特別な時間が流れることを示 した点に

おいて、中井久夫 (精神科医)の言葉では、「後世

に残る」遺産である。また、神楽の舞 とい う「時

間のないJ時空間では、時計 と明らかに異なる時

間が流れることを見いだ した作家の洞察は感性

に満ちている。

ここで、「素の時間Jと 「時間のない時間」は、

お互い表現においてよく似ていることも添えて

おこう。「時間のない時間」に「具Jを代入 して、
「(具の)時間のない時間」とすれば、それはその

まま「素の時間」になる。二人はほぼ同じものを

観ていたと思われる一神楽 と対話 とい う異なる

領域で。「E系列」 とい う概念がなければ、この

2つはつながらない。

E系列の時間は、インターアクティヴに生成 さ

れる時間を理論化 したものである=それは他者や

環境 と同期、同調するという特徴をもつc同期に

過去―現在―未来がないように、E系列の時間に時

制はない。また、刻みの間隔は柱時計のように 一

定と限らないc相互作用する tぅ の同十が リズムを

刻むからだ。順序や方向や 目的らしい t)の 1)、 E

系列の時間には存在 しないこしかし、E系列の時

間とい う理論によって、「素の時間Jt)「 時間の

ない時間Jl)同 じ枠内で可視化される。 さらに、

生物時計でい う時間も、また「時空Jと して時間

と空間を交換可能 と考える相対論の時間概念 1)、

E系列の時間に関わつてくるだろう(マ クタガー

トの系列時間を応用することで、下の図のように

広 く時間世界を見渡すことができる。 (註 4)

A～ E系列の時間とメタ時間

8 “時間は時計の記号である"
「時計が時間の記号ではなく、時間が時計の記号

であるJ(松野 2000)か ら出発 して考えると時間

世界はいつそ う明確になる.われわれはこれまで、

「時間 とい うt)のが存在 してそれを時計が計つ

ているJと 思っていたcし かし、これまでの議論

が明らかにしたように事態は逆であつた.松野の

指摘を展開すれば、個々の日寺計が時間を作つてい

ることになる.そ こで、先程のように「時計Jの

意味を広くとって、生物あるいは運動体を「時計 J

に見立ててみる。すると、そこに相対論の言 う個

別的、局所的な「固有時間Jが現れる.た とえば、

「時」=メタ時間(有時)

A系列の時間

(過去 現在 未来 )

主体的な時間

内在化された時間

B系列の時間

(前後F_9係 )

客観的な時間

外在化された時間

C′ D系列の時間

(静止画 )

停止した時間

デザインとしての時間

匡系列の時間

(シンクロナイゼーション)

対話的な時間

同調化した時間
「素の時間J(I●味)
「時間のない時間J(池澤)
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自転車を漕 ぐ足の回転を時計と考えてみよう。広

葉樹の落葉を時計と考えてみよう。すると、「足

の回転Jの リズムも、「落葉Jの タイ ミングも、

周囲や環境に合わせて刻む時間となる。この「リ

ズム合わせ」および「時亥1合わせ」は、相互作用

するもの同士ならいつでも起きるだろう。足の回

転は、自分の体調やペダルの重さと相互作用して

いるし、本が葉を落とす時期もその樹木の状態や

その年の天候と相互作用 した結果である[そ れ ら

は E系列の時間を、いわば、“やっている
=い

そ うなれば、マクタガー トの系列時間 |ま、異な

る時間の文法 (granlmar)だ と捉え直せばよい.マ

クタガー トの系列時間では、ある種の亥1み方があ

る種の時間 (何系列かの時間)を生成 していく.

時間を 「区切 りJ「句読点Jの文法 t,し くは形式

として理解すれば、A系列では経験や記憶に残る

イベン トでもつて句読点が打たれ、B系列 |ま 1分

を 60秒、1時間を 60分 とい う等間隔の亥」みが句

読点を打つ。また、C/D系 列の文法 |ま、刻みや桝

目のシークエンスが作る模様 (デザイン)が 時間

を区切り、E系列では 「私十あなたJ、 あるいは

「細胞+環境」における相互作用が句読点を打つ。

前述のとお り、E系列では、会話やダンス、その

他の生態学的インターアクションが時の刻みを

入れていくから、「個Jや 「主体」なる (ぅ のが句

読点を打つ A系列 とは対照的である.相互作用す

るシステムとい う単位が時を亥1むからだ (註 5).

異なる文法によつてそれぞれの時間が作られて

いく。

したがって、「時の間」つまり時間とは、様々

な句読 ,点の打ち方 (文法)の ことと言えよう。これ

が系列時間の由縁であり、異なる単位 (個かシス

テムか)で もつて異なるリズムが刻 まれる。 この

時間論は、ここから 2つの方向にその知の領域

(知域)を延ばすことになる。一つはポ リリズム

(複合 リズム)の領域であり、もう一つはポリフォ

ニー (多声性 )の領域である.も し時間をリズムと

時間学研究 第 8巻 37～ 50頁

して捉えるのなら、それぞれの系列時間は、異な

るリズムを発生するのだから複合的となる。A系

列からE系列までの異なる系列時間が、違ったタ

イミングで拍子をとることで、重層的なポリリズ

ムとなる。多種のリズムが合わさってポリリズム

を形成する様は、ラテンやカリブの音楽、とりわ

けキューバ音楽の特徴でもあるが、このように時

間を音楽におけるリズムに喩えて考察する道が

開ける。

もう一つの知域は、文芸に端を発するミハイ

ル・バフチン(1995)の言うポリフォニー (多声性)

の世界である。さまざまな時間系列は、それぞれ

が「声」に喩えられてもよい。ある系列時間がと

きには他の系列時間の「声」を圧倒し、またある

ときには 2つの系列が互いに譲らず、つばぜ りあ

いを起こす。たとえば、B系列の時間が支配する

入学試験会場では、自分の時間(A系列)はなりを

潜める。あるいは、退屈な講義を聴く時間の進み

は遅い(A系列)、 まだ 20分 (B系列)しか経ってい

ない、など。A、 Bの 2系列が不協和音を起こし

対立する。このように時間を「声」に喩える理論

的道筋が見えてくる。

時間は、存在するから記述できるのではない、

むしろ、違った句読′点の入れ方から違った時間が

立ち上がる。それが時間を記述としてみていく接

近法である。社会科学では、大雑把にそれを「物

語」あるいは「ナラティヴ」と呼ぶが、バフチン

にならって「対話的」(dialogical)と 呼んでもい

い。

ここで言 う「物語Jは、発話された、もしくは

記述されたものからくる意味や経験の進化を指

す。時間を記述としてみれば、時間は客観的事実

という「動かぬ所与」から、どのように立ち現れ

どのように創造され書き換えられていくかとい

う「開かれた台本」もしくは「即興的楽譜」へと

その様相を変える。どんなリズムで時の区切 りを

入れたら、つまり記述したら、どんな時間が生ま

野村 直樹他
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れてくるのか。時間は、他に依存 しない無媒介、

無償な t)のから、今ここで生成 され無限のヴァリ

エーションの中で 「形 となってゆく」 (in fOrm

される)も のへと移行する。時間は誰にでも公平

に与えられた 「なにものかJなのではない。

ルンバ、マンボ、ダンソン、チャチャチャ、ソ

ン、サルサなど、キューバ人が次から次へと新 し

い リズムを創造 していくのは、まさに「時間をつ

くつているJか らであろう一違ったリズム (日寺間

の区切り)に よって違った身体の動きを想定でき

るからcキューベ ■|ま、ダンスによつわる言葉 と

して「時間 と遊ぶ_と いう言い方があるが、ダン

スそれ 自体が十でに 「時計」なのである。

一方、宅|力たち|ますでにその「時計Jを先取 り

していると言える=原核生物にも
ベルオキシレド

キシンの リスニti見 られることから、体内時計の

原型は少なくと :´ 数億年前か らあったと言えよ

うこならは、億内時計の記号 (句読点)がそれぞれ

の生物に とっての時間と言えるのではないだろ

うか=ベ ルオキシレドキシンとい うタンパク質に

よる酸 |ヒ還元 リズムも時計遺伝子による遺伝子

発現 リズム t,、 それ ら自体が 「時計」であつた.

これ らの時計が刻む時間のことを 「E系 列の時

間Jと 呼び、この時間はリズムとその同期事象に

よって泊1発 されるこ時間についてのこの関係式が、

おそ らくこの論考から読者への唯一の贈 り物で

あろう。

「生き物 らしい性質」は、また「生き物J以外

にも広がるcた とえば、実験室のタンパク質 (酵

素)同士が生化学反応を連鎖的に起こす とそこに

リズムが生まれる (岩崎 2013).生物でないにも

かかわらず、物質であるタンパク質 t)、 リズム振

動 とい う周期性を 1)っ ている点において 「時計 J

と見な してよいだろうc同期するメ トロノームは

他のメ トロノームの行動をあたかも熟知 してい

るかのように振る舞 うが、それはつまるところ

「時刻合わせJな のである。あたかも生きている

かのように振る舞 う(Dの に関心を示す非線形科

学 (蔵本 2007)に も、この時間論、とりわけ E系

列の時間は接点が見いだせるはずであるc

おわりに

E系列の時間とはなにか、その在処を求めてこ

こまで論を進めてきた。時計が時間の記号ではな

く、時間が時計の記号だとしたら、あらゆる運動

体を「時計」として捉え直すことができる.私た

ちの細胞の一つひとつが時計遺伝子をもち、物質

であるタンパク質も周期的なリズムを有 してい

るcどのような運動体 {)「時計性を有しているJ

と言つてよいだろうc時間は、細胞やタンパク質

という時計の記号なのだ.あ らゆる時計が環境や

他者との相互作用と同期を通して E系列の時間

を生成していく。 2つの振り子が同期するとき、

一方の振り子にとつて (Dう 一つはその環境、コン

テクス トに相当するとと()に、同期の相手である.

振り子は、距離が離れ過ぎると相互作用できず同

期に至らない.2つ以上の振り子は同lLlすること

で 「時刻合わせJを成し遂げるc

E系列の時間は、人としての経験世界にも常に

ある1)ので、特殊な体験などではない。ただ、私

たちが近代時間 (B系列の時間)と いう 20世紀以

来の「支配的な物語J(dominant story)に強く影

響され、「生きた時間Jを軽視して意識の外に追

いやつてしまった.E系列の時間という発想は、
この ドミナン トなス トー リーに対するオルタナ

ティヴなス トーリー (alternative storv)、 つま

り代案であるが、理論としてどのような意義をも

つか、その全貌はまだ語 り切れていない.た とえ

ば、相対論や非線形科学の領域との関係がまだ明

確に示せないままだ.E系列の時間論は未だ道半

ばである。しかし、全体の方向性としては間違っ

ていないだろう(註 6).

E系夕Jの時間とはなにか
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註

(1)C系列のうち、区切るにつれ何らかの要素

に増力日が見られる場合がある。たとえばカレンダ

ーの数字は 1～ 31と 変化するが、メトロノーム

の場合はカチカチにつれ音が大きくなるわけで

はない。何らか増加要素をもつ場合が D系列であ

る。そこで、この時間系列を合わせて C/D系列と

呼ぶのが正しいが、合わせて「C系列」と呼ぶ場

合の方が多い。

(2)現代物理学の土台は、ニュー トンカ学に立

脚する量子力学と相対性理論であるが、それらの

基本法則は時間に対していずれも対称的である。

つまり、時間の変数を tと したとき、tを―tと 置

き換えても同じ物理法則が成立する。これは直観

的には、時間を過去から未来へと辿ることと、未

来から過去へと辿ることが同等であることを意

味する。

(3)相対論的時空とユークリッド空間の違い。

中学や高校の数学で学ぶ平面図形は 2次元ユー

クリッド空間である。一般に何次元であつても、

ユークリッド空間はどの軸も実数で構成される

が、相対論的時空では、時間軸は実数、空間軸は

虚数で構成される (実数と虚数を逆にしても理論

自体は同等である)。 数学的にはこれをミンコフ

スキー空間と呼ぶ。また、ユークリッド空間もミ

ンコフスキー空間も、平坦な空間として定義され

るが、曲がった空間も考えられる。一般相対論に

よれば、物質の存在する時空は曲がつている。こ

のような時空は数学的にはリーマン空間と呼ば

れる。

(4)こ こでは、A系列からE系列までの諸々の

時間を「メンバー」(構成要素)と してもつ「クラ

ス」 (集合)を、「時」あるいは「メタ時間」と呼

ぶことにした。言い換えると、時と時間では論理

階型が異なる。「いはゆる有時 (う じ)は、時すで

にこれ有なり、有はみな時なり」 (時は姿、様相

をもつている。生きているさまも、物が存在する

時間学研究 第8巻 37～ 50頁

ことも、時の姿である)と いう書き出しで始まる

『正法眼蔵有時』の巻に典拠があるが(道元 1990,

p47)、 この視点から眺めると、時は時間ではな

い。時間もまた時の姿、様相 となる。この関係は、

時間を timeと して、「時」を meta time(一段上

の時間)と訳せば、わかりやすい。『奥の細道』

の冒頭、「月日は百代の過客にして、行きかう年

もまた旅人なり」は、不変の場所、つまり時の立

場から、行きかう「旅人」という時間を眺めてい

る。

(5)刻みの形式が時間を生成すると考えれば、

それを内側から眺めれば、それは生物自身あるい

は観察者にとつての学習 (ベイ トソン 2000、 野村

2012)と して捉え直すことができる。時間と学習

の関係はこの時間論の新たな次元である。

(6)現在、最も正確な時計として世界標準時刻

を刻むのはセシウム原子時計だが、それよりはる

かに正確で 6500万年に 1秒 しか狂わないという

光格子時計が東京大学の香取秀俊研究室で開発

されつつある。時計は元来同じ時間を共有するた

めのツールとして考えられてきたが、時計の精度

をここまで上げると、逆にその時計は地上 1セン

チを上下しただけで重力の差を感知する(も う一

つの同様な時計と比較して)。 つまり、電磁場や

重力場 (時空の歪み)を検出できるツールとなる。

アインシュタインの言 う時空の歪みは日常世界

では感知できないほどだが、この時計は地球の重

力のほんの少しの違いが時間計測に影響する。つ

まり、この高精度時計は、時空の歪みにのみ反応、

同期すると考えられることから、同期を基にした

E系列の時間と通じるものがある。
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Abstract

This paper explains how our concept of time has to be ehanged once we see time not as something given

and exists, but as something being created through punctuation and description. Since the act of

punctuation and rhythms are the basis of all time, it then becomes possible to construct a time theory

according to this principle. The reason we see time as narrative is that we organize our world and

environment with the way in which we describe the reality. The phenomenon of synchronicity is observed

not only in human and biological arenas but also physical arenas, such as synchronizing pendulums.

Using Ellis McTaggart's well-known series of time, this paper argues that a new series of time, the E

series, can emerge itselfthrough synchronicity. The essences ofthe E series oftime have been insightfully

touched upon by artists, poets and religious mastersi however, the paper aims at situating it in a scienti-fi.c

framework. We explain the signifrcance of the E series and the extent to which such "living time" can be

observable in contemporary worlds.
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